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東日本大震災における交通インフラ復旧と地域住民の復興実感の関係 
―岩手県宮古市に住む祖父母への聞き取り調査から― 
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論文の要旨 

1．論文課題・方法 

筆者の祖父母（85 歳、80 歳）は岩手県宮古

市に住んでいる。2011 年 3 月 11 日に発生した

東日本大震災により、東北地方は甚大な被害を

受けた。岩手県宮古市もその被災地の一つであ

る。そんな中、三陸鉄道や岩手県北バスといっ

た交通インフラが早期復旧を果たし、三陸鉄道

は復興のシンボルとされている。 

筆者はこういった交通インフラの復旧が、地

域住民の復興実感に与えた影響について興味を

持った。そこで、祖父母への震災時の様子につ

いて聞き取り調査などから、彼らの日常生活や

心の動きから、交通インフラがライフラインと

してどのような役割を果たしているのか、そし

て地域とのつながりや地域住民の復興実感がど

のように形成されてきたかを明らかにしていく

こととした。 

2．仮説 

 本論文においては、防災社会工学者・中林一

樹（2020）の論文「日本における「復興」とは

何か」を用いて、被災前の状態・機能に戻すこ

とを復旧、当事者である被災者が「被災前に戻

る目標」を設定して取り組むことを復興ととす

る定義付けを採用した。そのうえで、「地域住民

にとって重要な足である交通インフラの復旧は、

地域住民に生活の安心感をもたらし、復興実感

を高めるだろう。」という仮説を立てた。 

3．主な知見 

 3月と 11月に岩手県宮古市で行った非参与観

察より、宮古～盛岡間を結ぶ「106 特急バス」の

利用者の大半が高齢者であり、バス停での会話

の様子から通院にバスを利用していることが明

らかとなった。その他のバス利用客の様子や駅

構内の様子から岩手県北バスや三陸鉄道は地域

住民が生活していくにあたって、必要不可欠な

存在であることが把握できた。 

 また、祖父母への聞き取り調査から、祖父母

は自家用車の利用が主であり、三陸鉄道や岩手

県北バスの日常的な利用は限定的である一方で、

利用する機会の多さに関係なく、「三鉄やバスが

走っているだけで安心」と繰り返し述べていた

ことから、岩手県北バスや三陸鉄道がただの移
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動手段としての役割だけでなく、地域社会が継

続していることや存在を象徴する意味を持って

いると理解するに至った。 

また、三陸鉄道が走り出した際に汽笛の音を

聞いて線路から手を振っている地域の人がいた

と語られていたことから、祖父母だけでなく地

域住民にとっても三陸鉄道が走っていることの

大きな意義、三陸鉄道に対する愛着や運行再開

に対する喜びの感情が把握された。 

４．考察と結論（残された課題） 

岩手県宮古市内での非参与観察からは、岩手

県北バスおよび三陸鉄道が現在においても地域

住民の通院や日常移動の手段として安定的に利

用されており、地域住民の生活を支える「ライ

フライン」として機能し続けていることが確認

された。また、三陸鉄道は単なる移動手段にと

どまらず、「復興のシンボル」（佐藤 2018）とし

て、また、地域に人の流れや賑わいを生み出す

役割も担っていることが理解できた。 

さらに、祖父母への聞き取り調査からは、日

常的な利用頻度が高くないにもかかわらず、「走

っているだけで安心」「三鉄が走っていると宮古

に人がいると感じる」といった語りが得られた。

このことから、交通インフラの復旧は、実用的

な移動手段の回復という側面だけでなく、生活

安心感を住民にもたらしていることが明らかと

なった。三陸鉄道や岩手県北バスの復旧と継続

的な運行は、今後においても地域住民の日常生

活と地域社会の存続を支える必要不可欠な存在

であり続けるといえる。 

これらの結果から、地域住民にとって重要な

足である交通インフラの復旧は、地域住民に生

活安心感をもたらし、復興実感を高めていると

結論付けた。 

 一方、今回の聞き取り調査対象者は祖父母 2

名に限られており、断片的な地域観察（非参与

観察）で、調査地域や世代も限定的であるとい

う課題が残った。今後は、交通インフラの通勤

や通学利用者、観光客など、より多様な立場の

方々に関する諸データを渉猟することで、交通

インフラの復旧が地域住民の復興実感に与える

影響をさらに多角的に明らかにできると思われ

る。 
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